
金沢文圃閣 

図
書
館
で
利
用
さ
れ
る
特
有
の
用
品
・
家
具
類
の
総
称
を

｢

図
書
館
用
品
」
と
と
ら
え
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に

｢

図
書
館
用
品
」
を
製
造
販
売
し
て
い
た
企
業
（
図
書
館
用
品
店
）

が
制
作
・
頒
布
し
た
、
そ
れ
ら
の
製
品
情
報
を
掲
載
し
て
い
る

カ
タ
ロ
グ
冊
子
類
を
収
録
。

｢

図
書
館
用
品
」
は
、
図
書
館
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る

た
め
の
道
具
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
図
書
館
用
品
」
開
発
の

歴
史
は
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
発
展
の
足
跡
と
ふ
か
く
結
び
付
く
。

歴
史
的
に
見
て
重
要
な
「
図
書
館
用
品
」
類
の
現
物
で
す
ら

廃
棄
さ
れ
て
い
く
な
か
、
本
書
収
録
の
カ
タ
ロ
グ
冊
子
類
は

必
ず
や
文
化
財
級
の
情
報
価
値
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

全2巻［編集復刻版］

図
書
館

カ
タ
ロ
グ
集
成

 
 
 
 

　

―
戦
前
編

書
誌
・
出
版
史
・
書
物
メ
デ
ィ
ア
史
の
シ
リ
ー
ズ  

＊
文
圃
文
献
類
従 

54
＊ 



　用具の歴史は興味深いものである。『本棚の歴史』（白水社、
2004年）『ゼムクリップから技術の世界が見える』（平凡社、
2010年）などの著書があるヘンリー・ペトロスキーは、工学デザ
インの見地から、身の回りにあるさまざまな道具と社会のいとな
みを論じてみせたが、図書館用品はまさにそうしたものだろう。
書店什器の調査に苦労していたころ、鋼鉄のステップがある薄暗
い大学図書館の書庫で、戦前の図書館用品のことを知り、図書館
ならカタログや広告から実証的な調査も可能なのだと思ったのを
よく覚えている。
　書架、カードケース、閲覧用の机と椅子、事務用品、ブックト
ラックなどの用具や什器は、そこでどのように書物が編成され、
環境が組織されていたかを考える有効な手だてになる。また

図書館と用品メーカーの来歴をつなげれば、従来のような言説
に拠らない政治的・文化的背景を、図書館史のなかに浮かび上
がらせることもできる。たとえば小黒浩司氏の解説によれば、
件の大学図書館に設置されていたステップと書架も、そうした
関係からもたらされたものだった。本集成には、貴重なコレク
ションを提供しているキハラをはじめ、伊藤伊、間宮商店、ラ
イブラリービューロなど、多くの関連資料が集められているが
図書館に蔵書されない戦前の商業カタログを復刻するのは容易
ではない。関係者に敬意を表するとともに、これらの資料が今
後の図書館文化史に新たな実りをもたらしてくれることを、心
から願っている。

図書館に蔵書されない戦前商業カタログがもたらす
図書館文化史への新たな実り―推薦のことば

柴野 京子（しばの きょうこ／上智大学文学部新聞学科准教授）

、



明治後半～昭和初期、図書館用品の大半は輸入されていた。
そのような中、「日本」に適した用品製造への模索が行われる。

1900年　丸善でタイプライターを輸入販売
1901年　黒沢商店開業、カナ文字タイプライター製作
1909年　伊藤伊太郎、伊藤商店創業。カード、ラベル、図書原簿など販売開始
1914年　鬼原正三堂創業。図書館製本、帳簿、紙加工業を始める
1922年　間宮商店開業。図書館用品の標準化・規格化をすすめる
1924年　間宮商店、湿気の多い日本に対応した木材・鉄材併用の｢Ｆ-Ｍ式鉄枠書架｣開発
1927年　東京鋼鉄家具製作所を改組、大東工業設立（1949年日本ファイリングに）

同   年　三井物産、米国ライブラリー・ビューロー製品（スチール製書架ほか）を取扱
1938年　内藤鉄工所カタログを発行

）

。

。

　本集成では、備品・消耗品の別なく、図書館で利用される図書
館特有の用品・家具類の総称を図書館用品ととらえ、第二次世界
大戦前に、図書館用品を製造・販売していた企業（図書館用品店
が制作・頒布した、それらの製品情報を掲載している冊子類を収
録した。
　本集成に収録したカタログ類の一覧を見ると、今日存在してい
ない用品店のそれが大半を占めていることがわかるだろう。弱肉
強食の資本主義の世の中で、企業の命も決して永遠ではない。カ
タログ類は、こうした姿を消してしまった用品店が製造・販売し
ていた製品についての数少ない情報源となる。
　また図書館用品は、図書館の様々なサービスを実現するための
道具である。したがって用品開発の歴史は、図書館サービス発展
の足跡とふかく結び付いている。カタログ類には用品の詳細な仕
様も掲載されていることが多く、この点でもカタログ類は貴重な
資料といえる。
　そして前記のように、図書館用品は図書館サービスの進展に応
じて変化を繰り返すのであり、その商品寿命は意外に短い。本来

図書館用品は久性が高いはずであるが、書架や閲覧机といった
備品であっても、耐建物の増改築・新築と命運を共にすること
が多く、その点でも思いのほか短命なのである。
　そこで歴史的に見て重要な用品類を保存する必要があると思
うのだが、不要のものは捨てるのがむしろ普通であろう。現物
の用品が失われてしまえば、あとはカタログ類を見てそれを補
うしか手だてはない。
　一方、こうしたカタログ類は無料で図書館などへ頒布される
図書館側はこれらをその蔵書として受け入れ、保存することは
あまりない。さらにカタログは新製品の登場や価格の改定など
のたびに更新され、旧版は廃棄される。これに用品店の事業停
止、図書館の改廃などが加わり、戦前期のカタログ類はほとん
ど残っておらず、今や文化財級の価値があるといっても過言で
はない。
　図書館用品は図書館の諸事業の縮図といえる。現在の、これ
からの図書館を考え、理解するためにも図書館用品のカタログ
が役立つであろうことを確信し、本集成を刊行する次第である

小黒 浩司（おぐろ　こうじ／作新学院大学教授）

図書館の諸事業の縮図がここにはある―
『図書館用品カタログ集成―戦前編』刊行のことば
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編・解題―小黒 浩司（作新学院大学教授）
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直接小閣までお申し込みください

図版はすべて本書〔一部加工〕より
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